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緑
を
育
て
、
守
る
、

�

林
野
労
組

　

暦
の
上
で
春

が
始
ま
る
日
の

二
十
四
節
気
の

一
つ
『
立
春
』。

立
春
と
は
い
え

ま
だ
厳
し
い
寒

さ
が
続
く
▼
立

春
と
い
え
ば
、
俳
句
な
ど
で
「
雪

や
氷
が
溶
け
る
」「
春
の
芽
吹
き
」

「
生
き
物
が
動
き
出
す
」
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
で
使
わ
れ
、
一
年
で
最

も
寒
い
時
期
か
ら
徐
々
に
暖
か
く

な
っ
て
い
く
季
節
の
移
り
変
わ
り

と
日
脚
が
少
し
伸
び
た
よ
う
に
感

じ
ら
れ
る
時
期
で
も
あ
る
▼
新
型

コ
ロ
ナ
対
策
が
強
化
さ
れ
た
こ
の

1
～
2
年
は
、
私
た
ち
の
生
活
や

業
務
の
う
え
で
大
き
な
影
響
を
受

け
た
が
、
対
策
の
緩
和
で
よ
う
や

く
以
前
の
日
常
が
戻
り
つ
つ
あ
る
。

自
粛
さ
れ
て
き
た
様
々
な
行
事
や

イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
開
催
さ
れ
始
め

る
よ
う
に
な
り
、「
約
3
年
ぶ
り
」

と
い
う
フ
レ
ー
ズ
が
必
ず
と
い
っ

て
い
い
ほ
ど
聞
か
れ
る
▼
長
く
厳

し
か
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
と
冬
に
終
わ

り
を
告
げ
、
春
の
芽
吹
き
と
春
の

訪
れ
と
と
も
に
少
し
ず
つ
前
に
踏

み
出
し
、
ま
た
新
た
な
ス
タ
ー
ト

と
し
て
春
を
迎
え
た
い
。

�

（
Ｎ
Ｉ
Ｋ
Ｕ
）

年輪

　

要
請
行
動
に
は
、
甲
斐
地
本
委
員

長
、
古
村
副
委
員
長
、
加
藤
書
記
長
、

歌
野
執
行
委
員
が
参
加
し
、
冒
頭
、

甲
斐
委
員
長
か
ら
御
手
洗
会
長
に
要

請
書
を
手
交
し
ま
し
た
。

　

要
請
内
容
は
、
①
森
林
・
林
業
基

本
計
画
に
基
づ
く
施
策
の
具
体
化
を

図
る
た
め
の
必
要
な
予
算
の
確
保
と
、

間
伐
や
再
造
林
等
に
必
要
な
予
算
の

確
保
、
森
林
整
備
を
は
じ
め
と
す
る

森
林
分
野
で
の
施
策
の
拡
充
、
②
森

林
環
境
譲
与
税
に
つ
い
て
は
、
奥
地

等
の
森
林
整
備
が
図
ら
れ
る
よ
う
、

税
の
趣
旨
に
基
づ
い
た
譲
与
基
準
の

見
直
し
、
③
森
林
経
営
管
理
制
度
に

よ
る
市
町
村
の
森
林
整
備
を
促
進
す

る
た
め
、
林
務
担
当
者
の
育
成
を
図

る
仕
組
み
の
確
立
、「
森
林
経
営
管

理
法
」「
森
林
環
境
税
及
び
譲
与
税
」

な
ど
の
法
律
に
係
わ
る
附
帯
決
議
の

具
体
化
、
④
主
伐
後
の
確
実
な
再
造

林
、
公
的
補
助
の
拡
充
、
苗
木
の
安

定
供
給
と
鳥
獣
害
対
策
、
森
林
整
備

の
低
コ
ス
ト
化
と
事
業
体
へ
の
支
援

拡
充
、
⑤
木
材
の
安
定
供
給
の
確
立

に
向
け
、
需
給
調
整
、
販
売
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
組
織
の
確
立
、
公

共
建
築
物
の
木
造
化
・
木
質
化
、
Ｃ

Ｌ
Ｔ
の
利
用
拡
大
等
に
よ
る
木
材
利

用
促
進
、
⑥
山
村
振
興
法
の
附
帯
決

議
に
基
づ
き
雇
用
の
拡
大
、
地
域
の

事
業
体
が
優
先
的
・
安
定
的
に
受
注

で
き
る
発
注
方
式
の
改
善
、
⑦
林
業

労
働
力
の
育
成
・
確
保
に
向
け
た
施

策
の
拡
充
及
び
予
算
の
確
保
、
林
業

労
働
者
の
労
働
条
件
の
処
遇
改
善
、

⑧
森
林
整
備
が
進
ま
な
い
森
林
に
つ

い
て
は
、
水
源
林
造
成
事
業
等
に
よ

る
公
的
森
林
整
備
の
拡
充
、
⑨
国
有

林
野
事
業
に
つ
い
て
は
組
織
の
拡
充

と
現
場
管
理
機
能
の
強
化
・
拡
充
、

樹
木
採
取
権
制
度
に
つ
い
て
は
国
有

林
の
管
理
経
営
に
影
響
を
生
じ
さ
せ

な
い
と
と
も
に
、
林
業
事
業
体
の
育

成
整
備
に
繋
げ
る
こ
と
等
、
９
項
目

を
要
請
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
御
手
洗
会
長
は

「
要
請
の
あ
っ
た
内
容
に
つ
い
て
は

重
要
な
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
各
県
林
活
議
連
会
長
に
も
伝
え
、

連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

予
算
的
な
も
の
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

要
望
い
た
だ
い
た
件
に
つ
い
て
は
農

水
政
務
官
、
林
野
庁
に
対
し
要
請
行

動
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
森

林
・
林
業
・
林
産
業
の
更
な
る
発
展

に
向
け
、
林
活
議
連
と
し
て
も
、

し
っ
か
り
取
り
組
む
の
で
協
力
を
お

願
い
す
る
。」
と
回
答
が
あ
り
ま
し

　

12
月
9
日
、
別
府
市
：
ホ
テ
ル
サ

ン
バ
リ
ー
ア
ネ
ッ
ク
ス
に
お
い
て
、

西
南
三
地
本
会
議
が
４
年
ぶ
り
に
開

催
さ
れ
、
中
央
本
部
か
ら
伊
藤
中
央

執
行
委
員
、
受
け
入
れ
地
本
で
あ
る

九
州
地
本
か
ら
甲
斐
地
本
委
員
長
外

執
行
部
５
名
、
四
国
地
本
か
ら
梶
原

地
本
委
員
長
外
執
行
部
６
名
、
近
畿

中
国
地
本
か
ら
田
上
地
本
委
員
長
外

３
名
が
参
加
し
、
計
18
名
の
参
加
者

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
座
長
で
あ
る
甲
斐
九
州
地

本
委
員
長
は
、「
各
地
本
が
取
り
組

ん
で
い
る
課
題
な
ど
ざ
っ
く
ば
ら
ん

に
意
見
交
換
し
共
有
し
な
が
ら
、
前

向
き
な
運
動
・
組
織
運
営
に
繫
が
る

よ
う
、
有
意
義
な
場
に
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
」
と
挨
拶
。

　

そ
の
後
、
伊
藤
中
央
執
行
委
員
よ

り
、
①
公
務
労
協
等
の
取
り
組
み
、

②
人
事
院
勧
告
等
の
取
り
組
み
、
③

2
0
2
3
年
度
予
算
、
組
織
定
員
に

つ
い
て
、
④
国
有
林
野
事
業
の
推
進

に
つ
い
て
、
中
央
情
勢
の
報
告
を
受

け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
各
地
本
か
ら
抱
え
て
い

る
課
題
と
取
組
状
況
の
報
告
と
し
て
、

要
員
関
連
課
題
、
業
務
運
営
課
題
、

賃
金
・
労
働
条
件
課
題
、
組
織
態
勢

の
確
立
と
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み

に
つ
い
て
報
告
さ
れ
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、
空
席
ポ
ス
ト
解

消
に
向
け
た
要
員
確
保
、
樹
木
採
取

権
制
度
に
関
す
る
職
員
の
負
担
軽
減
、

非
常
勤
職
員
の
予
算
確
保
、
各
地
本

に
よ
る
組
織
運
営
の
状
況
や
組
織
化

の
現
状
な
ど
に
つ
い
て
議
論
を
行
い
、

今
後
に
お
い
て
も
各
地
本
が
抱
え
て

い
る
諸
課
題
を
共
有
し
、
引
き
続
き

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
確

認
し
会
議
は
閉
会
し
ま
し
た
。

　

次
回
は
、
近
畿
中
国
地
本
管
内
で

の
開
催
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

た
。

�

林
野
労
組
と
し
て
も
林
活
議
連
に

対
し
、
更
に
協
力
関
係
を
維
持
し
取

り
組
む
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

御手洗会長（右）へ要請書を手交

御手洗会長へ要請を行う地本三役

当
面
の
行
動

2
月
3
日　

�

全
国
共
済
理
事
会
（
東

京
都
）

2
月
11
日　

�

青
女
常
任
委
員
会
（
～

12
日
）

2
月
12
日　

�

青
年
女
性
委
員
会
春
闘

学
習
交
流
集
会
（
熊

本
市
～
13
日
）

2
月
22
日　

執
行
委
員
会

2
月
23
日　

�

全
国
組
織
財
政
確
立
委

員
会
、
全
国
書
記
長

会
議
（
東
京
都
）

2
月
24
日　

�

森
林
労
連
全
国
代
表
者

会
議
、
第
19
回
定
期

中
央
委
員
会
（
東
京

都
）

✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿

森林・林業基本計画の推進に係る諸課題
の解消に向け共に協力することを確認

～林活議連九州連絡会議へ要請～

　

地
本
は
12
月
５
日
、
大
分
県
議
会
議
長
室
に
お
い
て
、
指
令
に

基
づ
き
、
森
林
・
林
業
活
性
化
促
進
議
員
連
盟
九
州
連
絡
会
議
の

御
手
洗
会
長
（
大
分
県
議
：
佐
伯
市
）
へ
「
森
林
・
林
業
基
本
計

画
」
の
推
進
に
係
る
要
請
行
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

の匠匠 ワン
シトョッシシシトョッ

たくみたくみ

「薩摩のパラダイス」
（撮影者　矢部岳広：鹿児島分会）

「匠の一言」　
　薩摩半島南端には沖縄にも負けない南国の
海が広がっています。

４
年
ぶ
り
に
西
南
三
地
本
会
議
開
催

各
地
本
に
お
け
る
諸
課
題
解
決
に
向
け
意
思
統
一

座長を務める甲斐九州地本委員長

意見交換する三地本

　

分
会
で
開
催
し
た
い
ろ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
や
会
議
、
地

域
の
集
会
等
の
記
事
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
教
宣

担
当
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
へ
投
稿
を
お
願
い
し
ま
す
。

E-m
ail　

sinrin14-utano@
sage.ocn.ne.jp

�

（
教
宣
担
当
）

記
事
を
募
集
し
て
い
ま
す
‼
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１
月
13
日
、
熊
本
市
・
九
州
森
林

労
連
会
館
に
お
い
て
分
会
代
表
者
会

議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

政
治
情
勢
を
は
じ
め
、
当
面
す
る

課
題
と
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
意
思

統
一
を
図
り
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
甲
斐

地
本
委
員
長
は
、「
コ
ロ
ナ
の
影
響

が
続
い
て
お
り
、
世
間
的
に
は
コ
ロ

ナ
慣
れ
の
雰
囲
気
が
あ
る
が
、
感
染

防
止
と
い
っ
た
観
点
で
は
、
ま
さ
に

凡
事
徹
底
を
意
識
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
時
期
に
あ
る
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
や

機
関
会
議
の
書
面
開
催
な
ど
、
林
野

労
組
と
し
て
の
取
組
に
も
影
響
が
あ

る
が
、
知
恵
を
出
し
、
工
夫
し
な
が

ら
進
め
た
い
。

　

安
倍
政
権
か
ら
続
い
て
い
る
官
製

春
闘
で
あ
る
が
、
岸
田
首
相
は
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
も
含
め
た
賃
上
げ
を
経
済

界
に
要
請
し
て
い
る
。
結
果
と
し
て

賃
金
が
上
が
る
こ
と
は
い
い
こ
と
だ

が
、
賃
金
は
労
使
交
渉
で
決
定
さ
れ

る
と
い
う
原
点
に
立
つ
べ
き
で
あ
る
。

労
働
条
件
は
、
労
働
組
合
、
公
務
労

協
を
通
じ
て
、
賃
上
げ
は
中
小
企
業

が
労
組
を
結
成
し
て
組
織
を
通
じ
て

交
渉
す
る
、
い
わ
ゆ
る
労
働
組
合
の

存
在
意
義
を
高
め
る
と
い
う
こ
と
が
、

こ
の
時
期
重
要
で
あ
る
。
こ
の
１
年

も
分
会
段
階
で
の
取
組
を
地
道
に
継

続
的
に
進
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
、

改
め
て
お
願
い
す
る
。
今
年
は
、
統

一
地
方
選
挙
な
ど
の
取
組
も
控
え
て

い
る
。

　

こ
の
代
表
者
会
議
で
い
ろ
ん
な
意

見
を
出
し
て
い
た
だ
き
、
確
認
し
た

こ
と
を
持
ち
帰
り
、
各
分
会
で
の
運

動
に
反
映
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。

　

引
き
続
き
、
加
藤
地
本
書
記
長
か

ら
、
当
面
す
る
課
題
と
今
後
の
取
組

と
し
て
、
①
取
り
巻
く
情
勢
、
②

2
0
2
3
春
闘
や
2
0
2
2
人
事
院

勧
告
の
取
組
、
③
一
般
林
政
課
題
、

④
2
0
2
3
年
度
予
算
及
び
組
織
・

定
員
等
、
⑤
国
有
林
野
事
業
の
推
進
、

⑥
組
織
態
勢
の
確
立
、
⑦
各
級
選
挙
、

⑧
労
働
者
福
祉
活
動
、
⑨
当
面
の
主

要
日
程
な
ど
に
つ
い
て
、
提
起
が
あ

り
ま
し
た
。

　

質
疑
討
論
で
は
、「
平
和
運
動
」

「
諸
手
当
の
事
後
確
認
の
見
直
し
」

「
組
織
定
員
」「
2
0
2
3
予
算
」

「
要
員
問
題
」「
再
任
用
の
宿
舎
問

題
」「
現
場
管
理
機
能
」「
人
材
情
報

統
合
シ
ス
テ
ム
の
不
具
合
」「
組
織

態
勢
確
立
」
な
ど
に
つ
い
て
、
多
く

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
提
起
さ
れ
た
課
題
を
全

分
会
で
今
後
取
り
組
ん
で
行
く
こ
と

を
全
体
で
確
認
し
て
、
全
日
程
を
終

了
し
ま
し
た
。

のの な人あ こ どん

「那覇－フレッシュな男」
東　泰晟さん（沖縄分会）

　

今
回
、
沖
縄
分
会
よ
り
紹
介
す

る
の
は
、
当
分
会
最
も
フ
レ
ッ

シ
ュ
な
男
、
東　

泰
晟
（
ひ
が
し

　

た
い
せ
い
）
さ
ん
で
す
。
東
さ

ん
は
熊
本
市
出
身
の
現
在
採
用
３

年
目
で
、
昨
年
12
月
１
日
付
け
で

佐
賀
署
か
ら
沖
縄
署
へ
来
ら
れ
ま

し
た
。
ま
だ
一
ヶ
月
で
す
が
、
持

ち
前
の
明
る
さ
で
あ
っ
と
い
う
間

に
職
場
に
と
け
こ
み
、
業
務
グ

ル
ー
プ
で
入
林
関
係
や
木
道
修
繕

工
事
な
ど
の
業
務
を
バ
リ
バ
リ
こ

な
し
て
い
る
期
待
の
若
手
で
す
。

　

そ
ん
な
東
さ
ん
は
、
趣
味
は
登

山
と
い
う
こ
と
で
、
佐
賀
に
い
た

頃
か
ら
九
州
北
部
の
あ
ち
こ
ち
の

山
に
登
っ
て

い
た
そ
う
で

す
。
沖
縄
の

山
は
あ
ま
り

標
高
が
高
い

山
が
な
い
の

で
、
す
ぐ
制

覇
で
き
そ
う

だ
と
豪
語
し

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
せ
っ

か
く
沖
縄
に

来
た
の
で
自

転
車
で
の
本
島
一
周
や
パ
ラ
セ
ー

リ
ン
グ
な
ど
の
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ

に
も
興
味
津
々
で
、
そ
の
上
バ
イ

ク
の
免
許
も
取
り
た
い
と
、
や
り

た
い
こ
と
が
多
す
ぎ
て
困
っ
て
い

る
様
子
で
す
。
筆
者
も
自
転
車
の

旅
に
誘
わ
れ
て
お
り
、
体
力
づ
く

り
を
始
め
ま
し
た
。

　

沖
縄
に
来
て
か
ら
食
欲
が
増
し

た
そ
う
で
、
休
日
に
は
沖
縄
料
理

以
外
に
も
ラ
ー
メ
ン
屋
な
ど
に
よ

く
行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
ま
だ

見
た
目
に
は
出
て
い
ま
せ
ん
が
、

健
康
に
は
気
を
つ
け
て
ほ
し
い
で

す
ね
。

　

九
州
本
土
と
は
ま
た
違
っ
た
沖

縄
で
の
東
さ
ん
の
生
活
が
、
林
野

庁
生
活
の
思
い
出
に
残
る
よ
う
な

も
の
に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
、

皆
で
願
っ
て
い
ま
す
。

�

（
山
口
通
信
員
：
沖
縄
分
会
）

連合熊本菊阿地協
第28回列島クリーンキャンペーン

連合の森で紅葉を満喫

【
下
大
迫
通
信
員
：
熊
本
分
会
】

　

11
月
19
日
（
土
）、
連
合
熊
本
菊

池
阿
蘇
地
域
協
議
会
は
、
分
収
造
林

契
約
を
締
結
し
て
い
る
阿
蘇
深
葉
国

有
林
内
の
「
連
合
の
森
」
に
お
い
て
、

熊
本
森
林
管
理
署
職
員
、
同
地
域
協

議
会
関
係
者
、
総
勢
41
名
が
結
集
し
、

同
森
区
域
内
に
作
設
さ
れ
て
い
る
森

林
歩
道
の
修
繕
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
例
年
恒
例
と
な
っ
て
い

る
列
島
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
行

事
と
し
て
同
署
の
協
力
を
得
て
開
催

し
た
も
の
で
す
。
開
会
に
あ
た
り
、

渋
谷
英
行
同
協
議
会
議
長
は
、
同
署

に
対
す
る
感
謝
の
意
を
表
し
な
が
ら
、

「
今
回
で
28
回
目
と
な
る
こ
の
取
組

は
、
自
然
環
境
保
全
活
動
と
し
て
大

変
歴
史
の
あ
る
地
域
に
根
付
い
た
活

動
で
あ
り
、
皆
さ
ん
と
共
に
学
び
と

経
験
を
深
め
さ
せ
て
頂
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。」
と
挨
拶
。

　

井
上
智
晴
署
長
は
、「
３
密
」
で

な
い
森
林
空
間
で
の
楽
し
み
方
と
し

て
、
森
林
の
様
々
な
利
用
方
法
も
注

目
さ
れ
て
お
り
、
感
染
リ
ス
ク
の
低

い
森
林
の
中
で
お
い
し
い
空
気
を
た

く
さ
ん
吸
っ
て
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
て
下
さ
い
。」
と
挨
拶
し
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
参
加
者
全
員
で
、
区
域

内
の
古
く
な
っ
た
歩
道
斜
面
の
階
段

を
、
山
鍬
や
カ
ケ
ヤ
等
を
用
い
て
階

段
作
設
用
に
準
備
さ
れ
た
丸
太
と
杭

の
付
け
替
え
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
晩
秋
の
紅
葉
の
中
で
心

地
よ
い
汗
を
流
し
な
が
ら
、
事
前
に

準
備
さ
れ
た
補
修
の
た
め
の
材
料
を

全
て
使
い
切
り
、
復
旧
さ
れ
た
歩
道

散
策
に
満
足
げ
な
表
情
が
窺
え
る
有

意
義
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。 参加者集合写真

歩道の階段もきれいに整備

シイタケ駒打ち作業

当
面
す
る
諸
課
題
と
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
意
思
統
一

～
2
0
2
3
・
1
・
１
3　

分
会
代
表
者
会
議
～

組
織
定
員
、
現
場
管
理
機
能
、
組
織
態
勢
確
立
な
ど
に
つ
い
て
議
論

沖縄満喫中の東さん

【
下
大
迫
通
信
員
：
熊
本
分
会
】

　

12
月
３
日
（
土
）、
食
と
み
ど
り・

水
を
守
る
熊
本
県
民
会
議
（
久
保
研

一
議
長
）
は
、
熊
本
森
林
管
理
署
と

「
未
来
の
源
・
遊
々
の
森
」
協
定
を

締
結
し
て
い
る
吉
無
田
国
有
林
に
お

い
て
、
同
森
林
管
理
署
職
員
及
び
同

県
民
会
議
関
係
者
、
総
勢
55
名
を
結

集
し
、
第
20
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
林
業

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
久
保
議
長
は
、

同
署
に
対
す
る
感
謝
の
意
を
表
し
な

が
ら
「
３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
食
の
源
と
な
り

豊
か
な
水
を
育
む
森
林
の
重
要
さ
を

考
え
る
機
会
と
し
て
継
続
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
も
の
。
今
日
の
イ
ベ
ン

ト
を
通
じ
て
林
業
フ
ァ
ン
に
な
っ
て

欲
し
い
。」
と
挨
拶
。

　

来
賓
と
し
て
参
加
さ
れ
た
井
上
智

晴
熊
本
森
林
管
理
署
長
は
、
こ
の
体

験
林
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
継
続
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
対
し
敬
意
を
表
し
な

が
ら
、「
森
林
の
中
で
お
い
し
い
空

気
を
た
く
さ
ん
吸
っ
て
心
も
体
も
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
頂
き
、
今
後
と
も

継
続
し
た
活
動
を
期
待
し
ま
す
。」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
達
は
、
同
署
職
員
指
導
の

下
で
、
事
前
に
準
備
さ
れ
た
ク
ヌ
ギ

の
原
木
に
シ
イ
タ
ケ
の
駒
打
ち
作
業

を
行
う
傍
ら
で
、
子
供
達
は
、
色
付

け
さ
れ
た
松
ぼ
っ
く
り
を
利
用
し
た

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の
製
作
に
ハ
マ

る
有
意
義
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
、
駒
打
ち
さ
れ
た
原
木
約
50

本
は
、
伏
せ
混
み
約
２
年
後
の
秋
に

収
穫
を
迎
え
る
こ
と
に
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

吉
無
田
水
源
で
体
験
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

～
食
と
み
ど
り
・
水
を
守
る
熊
本
県
民
会
議
～

上
手
に
出
来
た
ク
リ
ス
マ
ス

ツ
リ
ー
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